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[はじめに] 色素増感太陽電池は高真空プロセスを用いず作製工程もシンプルであり、次世

代の太陽電池として注目されている。しかし実用化には至っておらず、発電効率や耐久性の

向上に向けて研究が行われている。我々は金属ナノ粒子の持つプラズモン特性を利用し、光

の吸収量を増加させ高効率化を目指している。本研究では銀コア金シェルナノ粒子を含ん

だ色素増感太陽電池を作製し、その吸光特性と発電特性を評価した。 

[実験方法] TiO2 ナノ粒子と金属(銀コア金シェル)ナノ粒子、ポリエチレングリコール

(PEG)を混合した水分散液を陰極基板上に塗布した。その後大気中 120℃で乾燥させ、さら

に酸素雰囲気で 500℃のアニール処理をして金属ナノ粒子を含んだ TiO2膜を作製した。吸

光特性はUV可視分光器で測定し、金属ナノ粒子を含んでいない TiO2膜をリファレンスと

して膜中での金属ナノ粒子の吸光特性を評価した。作製した TiO2膜を色素(N3-dye)で染色

し、光量 16.5W/cm2のキセノンランプを光源として発電特性を測定した。 

[結果・考察] 図 1. に得られた吸光スペクトルを示す。作製した金属ナノ粒子の吸光は水中

において 520nm 付近にピークを持っていたが、TiO2 膜中において金属ナノ粒子の吸光は

300~500nm にブロードなピークがみられた。これは TiO2 膜が多孔質であるため、金属ナ

ノ粒子は空気と触れており周辺誘電率が水中に比べて下がりピークが低波長側へシフトし

たと考えられる。また金属ナノ粒子の空気に触れている面積がちがい、異なる周辺誘電率を

もって共存しているためピークがブロードに広がったと考えられる。図 2. に作製した太陽

電池の I-V 特性を示す。金属ナノ粒子を含んだ太陽電池は含んでいないものと比べ短絡電

流値が大きく向上し、発電効率は約 2 倍になった。これは金属ナノ粒子のプラズモンによ

り TiO2膜の吸光量が増加したためと考えられる。 

    

Fig.１ Absorbance spectrum of nanoparticles   Fig.2 I-V characteristics of solar cells 

in TiO2 film                              with and without nanoparticles (NPs) 

第62回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2015 東海大学 湘南キャンパス)13a-D15-8 

© 2015年 応用物理学会 11-368


